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同 窓 会 だ よ り

同窓会長新任挨拶

会長　有　松　美紀子

私は、有松　美紀子と申
します。 6 代目の初の女性
会長として就任致しまし
た。女性としての感性だけ
でなく、家庭と仕事との両
立、出産、育児、介護や
様々な役員経験から得られ

ました知識や情報と連携力を用いて会務を執行し
て参りたいと思います。

現在、歯学科と口腔生命福祉学科を合わせての
同窓会員数は2,600名を超え、全国のみならず海
外でも活躍しています。

特筆すべきことの第 1 は、女性会員の増加（毎
年卒業生の 3 分の 2 は女性）です。

第 2 は、会員の活躍の場が、従来のように歯科
医療関係のみならず、行政、福祉、マスコミ、美
容等多職種に及んでいるということです。

第 3 は、会員の高齢化と大学や同窓会への帰属
意識の薄れによる同窓会離れの問題があります。

これらを受けまして同窓会のサービスを今まで
以上に会員一人一人が納得して頂けるように工夫
し、サービスの原資となる会費納入をお願いして
参りたいと思います。準会員である学生さん、研
修歯科医師、同窓会員のみならずご家族の方々に
も親しみをもって頂ける組織作りと運営が目標で
す。

また、会員一人一人が自分が少しでも役に立て
る立場になったならば他の方の笑顔のためにでき
ることを進んで行って頂ける風潮になるように自
ら率先して参りたいと思います。

今後も紙面をお借りし同窓会のサービス事業を

お伝えして参りますので、ご意見ご感想などをお
寄せください。どうぞ、宜しくお願い致します。

同窓会における慶事

副会長　野　内　昭　宏

同窓会では慶事があった場合の内規を決めてお
り、それに基づいて表彰等を行っております。昨
年度から今年度初めにかけて、非常に多くの慶事
がありましたので、ご報告します。

長年にわたり学生の教育に携われてきて、平成
２８年 ３ 月末日をもってめでたく定年退職を迎えら
れた 朔 敬教授（口腔病理学）、織田公光教授（口
腔生化学）、新垣 晋准教授（組織再建口腔外科学）
の ３ 人の先生方に、同窓会からお祝いの金一封を
差し上げました。

また、学長や教授に就任された下記の先生方に
はお祝いの金一封を、また、デンタルや学業で優
秀な成績を収めた学生 ４ 名に対して、表彰状と副
賞を差し上げました。

・山　村　千　絵 先生（歯学科15期）
新潟リバビリテーション大学学長就任

・山　川　智　子 先生（歯学科25期）
長岡大学教授就任

・本　間　志　保 先生（歯学科26期）
梅花女子大学教授就任

・北　川　純　一 先生（歯学科28期）
松本歯科大学教授就任

・佐　藤　拓　一 先生（歯学科19期）
新潟大学医学部保健学科教授就任

・芳　澤　享　子 先生（歯学科20期）
松本歯科大学教授就任
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・竹　澤　みなみ さん（現歯学科 6 年生）
「第47回日本歯科学生総合体育大会ゴルフ部門
女子個人優勝（ 5 連覇中）」

・真喜志　佐奈子 さん（歯学科46期）
「新潟大学学生表彰（IADR Hatton Awards
日本代表2015年度最終候補者）」

・赤　塚　眞　奈 さん（口腔生命福祉学科 8 期）
「新潟大学学業成績優秀者奨学金授与」

・浅　利　早　紀 さん（口腔生命福祉学科 9 期）
「新潟大学学業成績優秀者奨学金授与」

「歯科における医療安全管理対策　－事例
から学ぶ医療事故の対応－」を聴講して

歯学科33期生　石　井　賢　紀

私は卒業して13年病院の一般歯科に勤務してい
ます。今まで抜歯後出血や抜歯後感染などの偶発
症は経験しましたが、幸い訴訟に発展するような
事故は起こさずに来ました。何かあってもすぐ内
科で診てもらえるという気持ちで診療していまし
た。しかし、今回のセミナーを聴講して、たまた
ま運が良かっただけで、医療訴訟とは常に隣り合
わせではないかという気がして怖くなりました。

判決で患者側が勝つ確率は約22.6％とのこと。
結局、説明不足、患者さんの理解不足が医療訴訟
に発展するとつくづく思いました。私自身しっか表彰を受けた浅利さん

定年退職のお祝いを受け取られる朔教授

同窓会からのお祝いを受け取られる芳澤教授

表彰を受けた真喜志さん
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り説明していると思っていても、患者さんに完全
に理解してもらえてないのではないかと感じるこ
ともあり、もっと力を入れなければいけないと思
いました。しっかり信頼を得ているのだろうかと
心配になりました。

観血処置に際しては必ず同意書に署名してもら
うという対応、これは必要なことだと感じまし
た。他院で勝手に歯を抜かれたと苦情を言う患者
さんがたまにいます。そんなはずはないだろうと
思っていますが、逆に当院で抜歯した後他院でそ
ういう苦情を言う方もいるかもしれないと思いま
す。当院でも同意書の内容を参考にさせていただ
きます。

沢山の実例を交えて医療事故の講義をしていた
だきました。一番印象に残っているのは、部分床
義歯を飲み込んでしまった症例です。医科に内視
鏡を用いての除去を依頼したが、担当の医師が部
分床義歯の形態を把握しておらず、クラスプで食
道粘膜を傷つけてしまったとのこと。もし同様の
ケースに遭遇した場合、今回のセミナーを聴講し
ていなかったならば、同じ過ちを犯してしまった
かもしれません。このように、今後の臨床におい
て医療事故を未然に防ぐためにより良い対応がで
きると思いました。

今までの臨床を振り返り、今後の臨床をより良
いものにするためにとても良い話が聴けたと思っ
ております。定員50名なんてもったいない、すべ
ての卒業生に聴いていただきたい内容でした。

忙しい中、このような機会を与えていただき、
講師の横林先生、同窓会の係の先生方には感謝申
し上げます。ありがとうございました。

※後日、関東信越厚生局新潟事務所との折衝によ
り、以下の ３ つの事項が認定されたことを申し
添えます。
１ ．当同窓会が、施設基準の認定に必要な研修

を開催できる「学術団体」に該当すること
２ ．このセミナーが、医療安全対策および「歯

科外来診療環境体制加算（外来環）」対応
の研修に該当すること

３ ．「在宅療養支援歯科診療所」並びに新設さ
れた「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診
療所」の施設基準に関する研修のうち、緊
急時対応に係る事項の研修にも該当するこ
と� （同窓会本部）

ネームプレート再掲示について

同窓会専務理事　内　藤　義　隆

歯学部大規模改修に伴い外してありました卒業
生ネームプレートですが、学部側のご好意によ
り、場所とバックパネルの提供をしていただき、
本年 2 月19日に歯学部 4 階渡り廊下に再設置され
ました。

このネームプレートは、当時の花田学部長、河
野病院長のご尽力や、塩川名誉教授のご協力など
で進められ、大学玄関脇に平成13年 2 月17日に設
置されたものです。改修に伴い一旦外してありま
したが、改修期間中に卒業された方々のネームプ
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レートを新たに加え、歯学科 1 期生〜46期生、口
腔生命福祉学科 1 期生〜 9 期生のネームプレート
を掲示してもらいました。

このネームプレートが、卒業生の皆さんには母
校で学んだ証しに、在校生の皆さんには卒業への
士気の向上になれば幸いです。歯学部にお立ち寄
りの際は是非、歯学部 4 階渡り廊下のネームプ
レートへ足をお運びください。

第 ７回研修歯科医支援塾開催

同窓会　準会員・研修歯科医支援部

平成２８年 ５ 月２６日（木）１７時３０分から１８時３０分
まで、大学病院のアメニティーモール内のセミ
ナー室にて「第 ７ 回研修歯科医支援塾」を開催致
しました。この支援塾は、「研修歯科医の進路決
定やワークライフバランスの参考に資する」こと
を目的としてスタートしたもので、演者は大学院
進学者や大学病院勤務医、一般診療所勤務医、開
業医等と様々です。同窓会の事業として開催して
いますが、本学卒業でない（同窓でない）他大学
卒業の研修歯科医にも、平等に門戸が開かれてい
ます。

今回は、大学院に進学し留学経験もある江口香
里先生（歯学科４１期生、生体歯科補綴学分野）と、
一般診療所勤務後に開業された小熊崇泰先生（同
３８期生）のお二人に講演して頂きました。

進路決定の時期、情報、理由や現在の仕事と生
活の様子、将来の展望等の他、江口先生からは留
学の楽しさ、有意義さを、小熊先生からは開業時
の大変さとトラブル、そして、その解決法等もお
話して頂きました。

出席した研修歯科医さんたちは大変熱心に聞か
れ、質疑応答も活発に行われました。閉会した後
も演者お二人のご厚意により、遅い時間まで相談
会が行われていました。

研修歯科医は、大学卒業、国試合格後、慌ただ
しく研修に入り、毎日の仕事をこなすことで精一
杯です。研修修了後の進路決定をするための時間
や情報が乏しいのが実情のようですので、毎回行
う開催後のアンケート結果では、ほとんどの方が
満足だったと答えてくれています。

今後は、時間的に余裕のある学生のうちに聞い
て頂いたり、また、保護者の方にも出席して頂け
るように検討してまいりたいと思います。

ご意見、ご希望等がありましたら同窓会事務局
までお寄せください。
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